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 ＴＥＬ（０１１）８８８－２０５１ 

 

 

通期業績予想（連結・単体）の修正に関するお知らせ 
 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 17 年２月 15 日の平成 16 年 12 月期決算発表時に公表いたしまし

た平成 17 年 12 月期（平成 17 年１月１日～平成 17 年 12 月 31 日）の業績予想（連結・単体）を下記の

とおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 
 

記 
 

１．平成 17 年 12 月期 連結業績予想数値の修正（平成 17 年 1 月 1日～平成 17 年 12 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

 前回発表予想（Ａ）  79,000 1,600 1,500 700 

 今回修正予想（Ｂ）  76,000 800 700 250 

 増 減 額（Ｂ－Ａ）  △3,000 △800 △800 △450 

 増  減  率（％）  △3.8 △50.0 △53.3 △64.3 

前期（平成 16 年 12 月期）実績 76,791 1,391 1,308 △1,346 

 

２．平成 17 年 12 月期 単体業績予想数値の修正（平成 17 年 1 月 1日～平成 17 年 12 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

 前回発表予想（Ａ）  71,000 1,400 1,300 400

 今回修正予想（Ｂ）  68,000 250 200 50

 増 減 額（Ｂ－Ａ）  △3,000 △1,150 △1,100 △350

 増  減  率（％）  △4.2 △82.1 △84.6 △87.5

前期（平成 16 年 12 月期）実績 68,712 1,241 1,208 △927

 

３．修正の理由 

（１）連結業績 

 主として単体の業績修正の影響により修正するものであります。 

 

（２）単体業績 

 長引く個人消費の低迷、茶系飲料を中心とした新製品の投入競争激化に加え、５月の天候不順な

どにより販売数量が伸び悩み、加えて、新紙幣対応費用 198 百万円および「固定資産の減損に係る

会計基準」を早期適用し、減損損失 64 百万円を計上するなど特別損失等の増加により、売上高（4.2％

減）、営業利益(82.1％減)、経常利益(84.6％減)、当期純利益(87.5％減)とも当初の予想を下回る見

込みのため上記のとおり修正いたします。 

 

以  上 


